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2025年（令和７年）
京ト協 事業計画など承認
京バス協 万博会場視察
京都ダイハツ 販売店大会開く
ＪＵ京都 リース研修まとめ㊤
◀ナンバープレート５月から値上げ
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地
域
密
着
デ
ィ
ー
ラ
ー
へ
飛
躍

　

近
畿
運
輸
局
の
人
事
異

動
が
１
日
行
わ
れ
、
自
動

車
技
術
安
全
部
長
に
佐
藤

健
二
氏
（
48
）
＝
自
動
車

技
術
総
合
機
構
企
画
部
長

＝
が
就
任
し
た
。
前
部
長

の
野
中
秀
紀
氏
は
３
月
31

日
付
で
、
国
土
交
通
省
物

流
・
自
動
車
局
付
に
就
い

た
。

　

佐
藤
氏
は
愛
知
県
出

身
。
京
都
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
修
了
後
、
２
０

０
２
年
４
月
の
国
交
省
海

事
局
造
船
課
を
皮
切
り

に
、
同
自
動
車
局
技
術
政

策
課
長
補
佐
、
自
動
車
事

　

京
都
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱
（
細
見
吉
夫
社
長
）
と
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
京
華
㈱
（
同
）
が
４
月

１
日
付
で
合
併
し
、
新
生
「
京
都
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱
」
が
誕
生
し
た
。
引
き
続
き
細
見
社

長
が
代
表
を
務
め
、
新
体
制
の
も
と
で
唯
一
無
二
の
ト
ヨ
タ
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
目
指
し
て

い
く
。
合
併
を
記
念
し
て
４
月
２
日
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都
（
東
山
区
）
で

「
合
併
全
社
員
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
社
員
お
よ
び
Ｏ
Ｂ
、
来
賓
、
グ
ル
ー
プ
代
表
ら

７
０
５
人
が
出
席
し
、
新
た
な
船
出
を
共
に
祝
っ
た
。

記
念
式
典
に
７
０
５
人

　

大
会
は
、
第
一
部
「
合
併

記
念
式
典
」
と
第
二
部
「
全

社
員
懇
親
会
」
の
二
部
構
成

で
行
わ
れ
、
第
一
部
で
細
見

社
長
か
ら
基
本
方
針
を
は
じ

め
、
組
織
再
編
、
店
舗
再

編
、
人
材
育
成
な
ど
に
関
す

針
を
発
表
し
、「
経
営
陣
を

筆
頭
に
全
員
で
改
革
に
挑
戦

し
、
社
会
に
お
け
る
存
在
価

値
を
高
め
て
い
く
」
と
述
べ

た
。

　

組
織
再
編
で
は
、
従
来
の

「
店
舗
営
業
本
部
」
を
「
営

業
本
部
」
に
再
編
成
。
こ
れ

に
よ
り
、
生
産
性
と
収
益

性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く

考
え
。
併
せ
て
、
店
舗
再
編

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
今
年
上
期
中
に
統
合

店
舗
の
方
針
を
決
定
す
る
。

９
月
に
は
、
同
社
に
と
っ
て

合
併
後
、
初
と
な
る
「
新
宇

治
店
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
。
細
見
社
長
は
「
新
店
舗

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
た
な

取
り
組
み
に
ト
ラ
イ
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

　

翌
年
に
控
え
る
創
立
70
周

年
に
向
け
、
五
つ
の
専
門
部

会
が
「
社
外
」「
社
内
」「
営

業
」「
広
報
」「
小
史
編
さ

ん
」
の
各
分
野
で
活
動
を
行

う
。
中
で
も
目
玉
と
し
て
注

目
さ
れ
る
の
が
、
レ
ス
ト
ア

事
業
。
１
９
６
０
〜
64
年
に

か
け
て
販
売
さ
れ
た
「
Ｒ
Ｔ

20
型
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
コ
ロ
ナ
」

を
エ
ン
ジ
ニ
ア
中
心
の
メ
ン

バ
ー
で
蘇
ら
せ
、
70
周
年
記

念
式
典
で
お
披
露
目
す
る
計

画
。

　

式
典
後
半
で
は
、
自
動
車

検
査
員
顕
彰
と
し
て
、
８
人

の
検
査
マ
ス
タ
ー
を
表
彰

し
た
ほ
か
、
31
人
の
社
員

が
「
２
０
２
４
年
度
ベ
ス
ト

シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
」
を
受
賞
し

た
。
合
併
記
念
「
揮
毫
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
」
に
は
京
都

市
在
住
の
書
家
、
川
尾
朋

　
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
に
対
応
す
べ
く
進
化
を
遂
げ
た
新
生
「
京
都
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
」。
足

掛
け
５
年
に
わ
た
り
進
め
て
き
た
両
社
合
併
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
変
革
が
も
た
ら
さ
れ
る
の

か
。
合
併
の
背
景
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
同
社
の
細
見
吉
夫
社
長
に
話
を
聞
い
た
。

　

︱
合
併
に
至
っ
た
経
緯

　
「
２
０
２
０
年
５
月
か
ら

始
ま
っ
た
全
車
種
併
売
化
が

大
き
な
起
点
と
な
っ
た
。
ト

ヨ
タ
で
は
当
時
の
豊
田
章
男

社
長
が
、
自
動
車
業
界
を
１

故
対
策
機
構
企
画
部
長
兼
自

動
車
ア
セ
ス
メ
ン
ト
部
長
、

国
交
省
自
動
車
局
車
両
基

準
・
国
際
課
国
際
企
画
室
長

な
ど
を
歴
任
。
23
年
12
月
か

ら
自
動
車
技
術
総
合
機
構
企

画
部
長
（
併
Ｏ
Ｂ
Ｄ
情
報
・

技
術
セ
ン
タ
ー
長
）。

　

※
京
都
運
輸
支
局
、
自
動

車
技
術
総
合
機
構
、
軽
自
動

車
検
査
協
会
の
人
事
は
７
面 技安部長に就任した佐藤氏

子
氏
が
登
場
し
、「
共
に
紡

ぐ
」
の
書
を
披
露
。
木
村
崇

常
務
は
「
異
な
る
物
語
、
歴

史
を
歩
ん
で
き
た
二
つ
の
会

社
が
、
今
か
ら
一
つ
と
な
っ

て
新
た
な
物
語
と
歴
史
を
紡

ぎ
出
し
て
い
く
と
い
う
意
味

を
込
め
た
」
と
解
説
し
、
合

併
記
念
式
典
を
締
め
く
く
っ

た
。

技
安
部
長
に
佐
藤
氏
、
近
運
局
人
事

る
詳
細
が
発
表
さ
れ
た
。
ま

た
、
来
年
迎
え
る
創
立
70
周

年
に
向
け
て
、
記
念
事
業
を

進
め
て
い
く
と
し
た
。

　

細
見
社
長
は
、
１
９
５
６

年
の
京
都
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
の
創

業
に
始
ま
る
歴
史
に
触
れ
た

後
、
21
年
か
ら

取
り
組
ん
で
き

た
合
併
に
向
け

た
歩
み
を
説
明

し
た
。

　
「
統
合
本
部

の
立
ち
上
げ
に

始
ま
り
、
こ
れ

ま
で
社
員
の
皆

さ
ん
に
苦
労
を

か
け
て
き
た

が
、
状
況
は

徐
々
に
落
ち
着

き
、
合
併
に
前

向
き
な
声
や
評
価
も

多
く
聞
け
る
よ
う
に

変
わ
っ
て
い
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
が
真
の
意

味
で
一
つ
に
な
れ
る

よ
う
、
し
っ
か
り
と

か
じ
取
り
し
て
い

く
」
と
強
い
決
意
を

表
し
、
出
席
者
ら
に

今
後
の
成
長
と
発
展

に
つ
な
が
る
希
望
を

示
し
た
。

　

続
い
て
基
本
方

０
０
年
に
一
度
の
大
変
革

期
と
捉
え
、
想
定
よ
り
も

早
く
全
国
で
併
売
化
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ
の
頃

か
ら
わ
れ
わ
れ
も
生
産
性

の
向
上
、
収
益
性
の
改

善
、
地
域
に
根
差
し
た
デ

ィ
ー
ラ
ー
像
を
模
索
し
始

め
、
足
掛
け
５
年
で
両
社

の
合
併
に
至
っ
た
」

　

︱
ど
の
よ
う
に
し
て
合

併
を
進
め
た
か

　
「
ま
ず
必
要
だ
っ
た
の

が
、
２
販
社
間
に
あ
る
違

い
の
把
握
。
理
念
や
教

育
、
評
価
、
処
遇
な
ど
の

④

共に紡ぐ新たなストーリー
４月１日付で合併京都トヨペット
新生「京都トヨペット」誕生

ネッツトヨタ京華

盛大に式典を開催し、社員の結束を強めた

新体制のもとで、さらなる成長と発展を目指す

細見吉夫社長インタビュー

統
一
を
図
る
た
め
、
統
合

本
部
を
立
ち
上
げ
た
。
ま

た
、
目
に
見
え
な
い
部
分

に
も
双
方
で
大
き
な
相
違

が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
同

じ
店
長
職
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
業
務
領
域

や
決
済
権
の
及
ぶ
範
囲
が
違

い
、
役
割
が
全
く
異
な
っ
て

い
た
。
そ
の
差
を
表
面
化
さ

せ
る
た
め
、
両
社
間
で
人
材

の
異
動
や
行
き
来
を
頻
繁
に

行
い
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重
ね

て
足
掛
か
り
を
作
っ
て
い
っ

た
」

　

︱
ど
の
よ
う
な
効
果
を
期

待
す
る

　
「
店
舗
運
営
に
お
い
て

は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
化
が

大
き
い
。
こ
れ
ま
で
に
培
っ

て
き
た
風
土
、
文
化
を
融
合

し
、
新
た
な
価
値
を
生
み

出
せ
る
。
販
売
面
で
期
待

す
る
の
は
、
顧
客
情
報
の

一
元
管
理
。
従
来
は
個
別

の
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て

き
た
が
、
５
月
を
目
安
に

新
シ
ス
テ
ム
に
切
り
替

え
、
顧
客
情
報
を
ひ
と
所

で
管
理
す
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
お
客
さ
ま
は
、
最
も

近
い
店
舗
や
気
に
入
っ
た

拠
点
を
自
由
に
選
べ
る
よ

う
に
な
り
、
利
便
性
が
大

幅
に
向
上
す
る
。
従
来
以

上
に
、
地
域
に
根
付
い
た

デ
ィ
ー
ラ
ー
へ
成
長
す
る

好
機
と
捉
え
て
い
る
」

　

︱
整
備
人
材
不
足
に
も

好
影
響
が
期
待
で
き
る

　
「
販
売
面
以
上
に
影
響

を
受
け
る
の
が
整
備
面

だ
。
具
体
的
に
は
、
工
場

の
新
た
な
使
い
方
が
可

能
に
な
る
。
工
場
の
規
模

や
設
備
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

お
客
さ
ま
の
持
ち
込
み
修

理
に
即
時
対
応
で
き
る
工

場
と
、
預
か
り
修
理
専
門

の
工
場
を
併
用
す
る
こ
と

で
、
生
産
性
が
大
き
く
向

上
す
る
。
お
客
さ
ま
に
は

ア
ク
セ
ス
の
良
い
大
型
工

場
に
入
庫
い
た
だ
き
、
実

際
の
作
業
は
小
型
工
場
で

行
う
と
い
っ
た
運
用
も
可

能
だ
」

　
「
ま
た
、
育
成
面
で
は

ロ
ー
キ
ャ
リ
ア
人
材
に
は

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
交
換
な

ど
軽
整
備
を
任
せ
、
重
整

備
は
ベ
テ
ラ
ン
が
時
間
を

掛
け
て
行
う
と
い
っ
た
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
な
人
員
配
置

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

人
材
育
成
や
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
向
け
た
環
境
づ
く
り

の
面
で
も
、
相
乗
効
果
が

期
待
で
き
る
だ
ろ
う
」


